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み
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平
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23
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３
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１
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発
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（代）

（前月比＋10）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋4）

（55.2％）

（87．6％）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（53．8%）

1,048／約1,900

113／129
148／181
35／37
216／260
110／129
45／77
214／264
196／364

１月末現在  （前月比） １月中の異動
（－１０人）
（＋５人）
（－５人）
（－３世帯）

６，８０７人
７，４４２人
１４，２４９人
４，７３１世帯

５人
１５人
２４人
１９人

（件）（1月31日現在）

　このほど行われた第70回全国教育美術展〔（財）教育美術振興
会主催〕で、南部中学校の９人の生徒の作品が、それぞれ特選、入
選に選ばれました。そして、南部中学校が、地区学校賞の教育委員
会賞を受けました。また、同振興会発行誌の「教育美術」2月号に、
特選の中から優秀な作品として、坂本苑香さんの作品「私のトラン
ペット」が掲載されました。
　今回、同展への応募校数は、2,694校、応募点数は120,428点で
した。
■特選　大野彩由（1年）・坂本苑香（1年）・森咲耶（2年）・駒木聖
（2年）・井上智絵（3年）
■入選　山中茜（1年）・丸山由梨乃（2年）・辻利絵（3年）・華山歩
乃馨（3年）
（敬称略）

全国美術展で特選や入選に入賞

（晋也・浩美）

（大輝・瞳美）

（琢二・有沙）

（ 諒・晴 香 ）

（男）

（女）

（男）

（女）

埴　田

芝　崎

名之内

千鹿浦
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初区長会・自主防災会総会・・・・・・・・・・4
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（ 正 純 ）

（伊佐男）

（ 正 巳 ）

（ 恒 美 ）

（ 久 富 ）

（ 祐 造 ）

（ 勝 ）

（ 浩 ）

（福本智子）

（ 光 朗 ）

（ひろみ）

（ 忠 則 ）

（ 智 久 ）

（ 知 道 ）

（湯川絹子）

（ 義 博 ）

（９１）

（８６）

（８１）

（８８）

（８２）

（６２）

（８８）

（８８）

（９１）

（８０）

（８２）

（８８）

（９４）

（７０）

（９１）

（８８）

西本庄

熊瀬川

東神野川

　堺

白浜町

南　道

東本庄

南　道

山　内

東本庄

西本庄

晩　稲

　筋

芝　崎

　堺

谷　口

/
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１

１

１

１

１

12

１

１

１

１

１

１

１

１

１

古　谷　ユリヱ

坂　本　義　平

　西　　　登

小　谷　恒　夫

中　戸　英　子

橋　爪　由紀子

中　松　喬　子

小　山　浩　三

木　下　みち枝

植　野　ミヨ子

岩　本　貞　子

坂　東　忠　男

小　山　ひ　で

北　山　守　典

玉　置　ハルヱ

岩　本　義　夫

黒潮フルーツライン開通

　2月20日（日）、第10回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大
会（10区間21.1㌔）が和歌山市で開催され、県内各市町村代表29
チームとオープン参加14チームが出場し、健脚を競い合いました。
（オープン参加チームの記録は順位にはカウントされません）
　みなべ町チームは、今年も区間を走るランナーだけでなく選手団
一丸となってがんばり、1時間13分25秒で９位の成績を納めました。
　そして、沖見史哉君（南部小６年）が、第9区2.0キロで、区間第2
位でした。また、楠本みずきさん（南部中３年）が、大会5年連続登録
競技者として表彰されました。

県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会で９位

ジュニア駅伝大会で健闘したみなべ町選手団の皆さん
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み
な
べ
町
と
印
南
町
に
ま
た

が
る
地
域
で
、
農
地
や
農
業
用

道
路
な
ど
を
整
備
す
る
「
黒
潮

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
区
域
農
用
地

総
合
整
備
事
業
」
が
、
完
工
し

ま
し
た
。
事
業
は
、
森
林
総
合

研
究
所　

森
林
農
地
整
備
セ
ン

タ
ー　

近
畿
北
陸
整
備
局　

黒

潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
建
設
事
業

所
が
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
キ
ヌ
サ
ヤ
や
カ

ス
ミ
ソ
ウ
な
ど
の
畑
作
、
梅
栽

培
が
盛
ん
な
全
国
有
数
の
果
樹

黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
が
完
工

産
地
で
あ
る
一
方
、
農

業
基
盤
整
備
や
道
路

整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
農
産
物
流
通

や
都
市
と
の
交
流
等
に

支
障
を
来
た
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
農
地

の
区
画
整
理
や
暗
渠
排

水
、
農
用
地
造
成
を
行

い
、
農
業
用
道
路
な
ど

を
整
備
す
る
こ
と
で
、

収
穫
量
の
増
加
や
流
通

の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
地
域
農
業
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
平
成
13
年
度

よ
り
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
内
容
は
、
農
業
用
道

路
延
長
14
・
３
キ
ロ
を
設
け
、

農
用
地
造
成
を
27
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
東
岩
代
）、
区
画
整
理
を
53
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
内
南
部
平
野
44
ヘ

ク
タ
ー
ル
）、
暗
渠
排
水
の
整
備

を
64
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
み
な
べ

町
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
行
い
、
総

事
業
費
は
２
２
３
億
円
で
す
。

　

道
路
は
、
印
南
町
宮
ノ
前
と

樮
川
の
２
箇
所
を
起
点
に
、
み

な
べ
町
の
須
賀
橋
を
終
点
と
す

樮川

岩代東部
農用地造成

須賀橋

宮
ノ
前

黒潮フルーツライン・農業用道路

高速道路　阪和自動車道

南部駅

みなべ I.C.

岩代駅

切目駅

印 南 町
みなべ町

紀
勢

本
線

る
区
間
で
、
こ
の
ほ
ど
宮
ノ
前

か
ら
須
賀
橋
間
の
9.5
キ
ロ
を
供

用
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
区
間

の
移
動
に
要
す
る
時
間
は
、
約

40
分
か
ら
約
15
分
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
印
南
町
樮
川
か
ら
西

岩
代
ま
で
の
区
間
4.8
キ
ロ
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
供
用

開
始
の
予
定
で
す
。

　

南
部
川
に
架
か
る
須
賀
橋
の

架
け
替
え
も
、
同
事
業
の
一
つ

で
す
。
須
賀
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
、
平
成
20
年
度
に
着
手
し
、

延
長
１
１
５
・
７
メ
ー
ト
ル
、
全

幅
9.7
メ
ー
ト
ル
で
整
備
さ
れ
、

新
た
に
幅
２
メ
ー
ト
ル
の
歩
道

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
（
水
）、黒
潮
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
区
域
農
用
地
総
合
整

備
事
業
完
工
式
が
、
印
南
町
と

み
な
べ
町
で
、
関
係
者
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
印
南
町
宮
ノ
前

下
共
栄
橋
前
で
、
開
通
パ
レ
ー

ド
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
披

の
あ
と
、
車
両
で
完
成
し
た
道

路
を
印
南
町
下
共
栄
橋
前
か
ら

み
な
べ
町
須
賀
橋
ま
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
道
路
の
沿
道
や
須

賀
橋
付
近
で
は
、
大
勢
の
人
々

が
パ
レ
ー
ド
を
出
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
須
賀
橋
付
近
の
河
川
敷

で
は
、
上
南
部
区
長
会
主
催
の

も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
地
域
住

民
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
完
工
式
は
、
紀
州

南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
プ
ラ
リ
ズ

ム
～
梅
舞
～
が
、
よ
さ
こ
い
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
事
業
経
過
報
告
や
来
賓
祝

辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
小

谷
町
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

岩代大梅林

役場
第 2 庁舎

うめ振興館

第二部完工式

第一部 開通パレード出発式
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「
権
限
移
譲
」
と
は
、
県
と
市
町

村
と
の
協
議
に
よ
り
、
今
ま
で
県

が
行
っ
て
い
た
事
務
を
市
町
村
に

移
す
こ
と
を
言
い
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な
市
町
村
で

事
務
を
行
う
こ
と
で
、「
申
請
窓
口

が
近
く
な
る
」「
審
査
や
認
定
に
か

か
る
時
間
が
短
縮
で
き
る
」
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

■
権
限
移
譲
と
は

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り

 
農
地
法
の
事
務
の
一
部
が
県
か
ら
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
ま
す

●
農
地
転
用
（
農
地
法
第
４
条
、

第
５
条
）

　

農
地
の
転
用
（
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
と
す
る
こ
と
）、
ま
た
は

農
地
転
用
の
た
め
の
権
利
移
動
に

つ
い
て
は
、
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

の
農
地
転
用
に
限
り
、
許
可
権
者

が
県
知
事
か
ら
農
業
委
員
会
に
変

わ
り
ま
す
。

●
農
地
の
権
利
移
動（
農
地
法
第
３
条
）

　

農
地
に
つ
い
て
の
所
有
権
の
移

転
や
賃
借
権
の
設
定
等
に
つ
い
て
、

申
請
者
（
権
利
を
取
得
す
る
者
）

が
町
外
居
住
の
場
合
の
許
可
権
者

が
、
県
知
事
か
ら
農
業
委
員
会
に

変
わ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
産
業
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法　律　名 事　務　例 担　当　課

児 童 福 祉 法 認可外保育施設の事業開始の届出受理等
児童福祉施設（民間保育所、民間児童館）の設置の認可等 住民環境課

母 子 保 健 法 低体重児の届出の受理等 保健福祉課

■平成 23 年４月からは次の事務も移譲されます

※届出先の申請窓口が県から町へ変更になります。

主
な
移
譲
対
象

全
国
の
梅
酒
が
一
堂
に
集
う

『
梅
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
１
in
み
な
べ
』
を
開
催

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

梅
酒
は
３
０
１
銘
柄

　

梅
林
公
園
内
の
会
場
に
は
、

45
都
道
府
県
か
ら
梅
酒
製
造
業

者
１
９
８
社
が
参
加
し
て
、
昨

年
よ
り
59
種
類
多
い
３
０
１
種

類
の
梅
酒
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
は
、
４
業
者
が
出
展

し
ま
し
た
。
両
日
と
も
大
勢
の

観
梅
に
訪
れ
た
方
達
で
賑
わ
い
、

来
場
者
は
、
飲
ん
で
み
た
い
梅

梅
＆
魚
＆
備
長
炭

「
オ
ー
ル
み
な
べ
の
物
産
展
」
を
開
催

　

２
月
12
日
（
土
）、
南
部
梅
林

内
の
「
梅
林
公
園
」
で
、
今
年
初

め
て
企
画
さ
れ
た
町
の
物
産
を

紹
介
す
る
「
オ
ー
ル
み
な
べ
の
物

産
展
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
紀
州
備
長
炭
で

焼
い
た
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
が
振
る

舞
わ
れ
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲

や
梅
干
し
の
試
食
な
ど
も
あ
り
、

大
勢
の
観
梅
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り

梅酒コレクション会場で海産物販売コーナー

梅染め展示コーナー

　

今
年
も
観
梅
期
間
中
の
２
月
11
・
12
日
の
両
日
、
南
部
梅
林

内
の
「
梅
林
公
園
」
で
、
梅
酒
の
試
飲
会
「
梅
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
１
in
み
な
べ
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
紀
州
み
な
べ
の
梅
酒
」
を

ブ
ラ
ン
ド
に

　

町
は
、「
紀
州
み
な
べ
梅
酒
特

区
」
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
梅
酒
特
区
の
活
用
を
促
し
、

梅
酒
を
青
梅
・
梅
干
し
に
続
く

第
３
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
、
梅
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。
試
飲
会
の
開
催
に
よ

り
、
全
国
の
梅
酒
製
造
業
者
が
、

町
を
訪
れ
る
の
を
機
に
、
青
梅

の
販
売
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て
、

ジ
ュ
ー
ス
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
梅
染
め
展
示
会
も
開

か
れ
、
来
場
者
は
、
素
敵
な
作

品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
新

酒
を
自
由
に
試
飲
し
、
い
ろ
い

ろ
な
梅
酒
の
香
り
や
味
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

鮮
な
海

産
物
も

販
売
さ

れ
、
好

評
で
し

た
。
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字 名 区 長 名 世帯数

堺 平　野　　勝　 ２４６

埴 田 楠　川　和　夫 ５３３

片 町 畑　中　益　雄 １９２

新 町 　榎　　彰　二 ９０

北 道 冨　士　八　郎 ２３８

南 道 濵　田　卓　郎 １２１

芝 荒　堀　清　隆 １７７

芝 崎 川　口　　武　 ３７４

東 吉 田 上　城　安　雄 ２５８

気 佐 藤 井　川　憲　行 ６５

新 庄 前　田　信　治 ８３

千 鹿 浦 阪　本　啓　治 ５４

山 内 熊　代　順　久 ２１７

東 岩 代 有　本　文　一 １６８

西 岩 代 赤　坂　敏　夫 １２７

谷 口 井　出　典　男 １０５

筋 西　山　博　康 １１５

徳 蔵 武　田　光　央 ７０

熊 岡 日　置　博　継 ６９

晩 稲 大　西　栄　一 ３０１

東 本 庄 　東　　英　治 ２５７

西 本 庄 栗　原　隆　夫 ２０５

滝 植　本　和　己 １２８

熊 瀬 川 瀧　尻　　健　 ４１

高 野 大　前　琢　也 ８４

土 井 樫　本　　弘　 ２８

市 井 川 龍　神　賢　吾 ４６

広 野 松　場　　勉　 ２１

島 之 瀬 山　本　五十六 ３５

東神野川 岡　﨑　光　男 ４７

木 ノ 川 龍　神　睦　男 ５６

軽 井 川 　硲　　幸　男 ７２

大 川 西　村　富　男 ５０

名 之 内 寺　谷　　崇　 ５８

新区長さんのお名前（敬称略）
平
成
23
年
の
新
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
の
各
区
の
区
長
さ

ん
が
、
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。（
世
帯
数
は
平
成
23
年

１
月
末
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

か
ら
）

　

ま
た
、
町
は
各
区
長
さ
ん
を

自
治
振
興
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、

各
区
の
自
治
振
興
に
よ
り
一
層

の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

新
区
長
さ
ん
方
に
は
、
１
年

間
区
内
の
お
世
話
を
は
じ
め
何

か
と
大
変
と
存
じ
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
27
日
（
木
）
に
は
、
初

区
長
会
を
役
場
第
１
庁
舎
で
開

催
し
、
小
谷
町
長
が
行
政
の
現

状
と
課
題
を
、
各
課
長
が
課
の

仕
事
内
容
な
ど
を
説
明
し
、
行

政
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
会
長
と
副
会
長

の
選
任
も
行
わ
れ
、
会
長
に
軽

井
川
区
長
の
硲
幸
男
さ
ん
、
副

会
長
に
南
道
区
長
の
濵
田
卓
郎

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

初
区
長
会
で

一
堂
に
集
ま
っ
た
新
区
長
さ
ん

「
み
な
べ
町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
」
平
成
23
年
第
１
回
総
会

※世帯数は、平成 23 年 1 月末現在

　

２
月
８
日
（
火
）、
み
な
べ
町

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
の
平

成
23
年
第
１
回
総
会
が
、
役
場

第
１
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
連
絡
協
議
会
は
、
町
内
全

34
地
区
で
組
織
さ
れ
た
自
主
防

災
会
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、

地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
被

害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た

め
、
自
主
防
災
体
制
の
充
実
や

強
化
を
目
的
と
し
て
昨
年
10
月

28
日（
木
）に
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
会
か
ら
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ

た
34
人
で
構
成
し
、
会
長
に
は

中
本
光
一
さ
ん
（
東
吉
田
）、
副

会
長
に
は
龍
神
睦
男
さ
ん
（
木

ノ
川
）
が
設
立
時
か
ら
就
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
の

交
代
に
よ
り
今
年
か
ら
欠
員
と

な
っ
て
い
た
も
う
１
名
の
副
会

長
に
、
西
山
博
康
さ
ん
（
筋
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
年
間
事
業
計
画
の
主

な
内
容
は
、
防
災
上
の
危
険
箇

所
な
ど
を
図
示
し
た
地
図
（
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
モ
デ
ル
地

区
（
３
地
区
）
で
作
成
す
る
こ

と
や
、
町
の
防
災
訓
練
の
取
り

組
み
な
ど
で
す
。

　

町
全
体
を
対
象
と
し
た
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
既
に
作
成
済

み
で
す
が
、
地
区
ご
と
の
き
め

細
か
な
防
災
対
策
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

今
年
は
、
海
岸
部
の
山
内
地
区
、

中
間
部
の
東
吉
田
地
区
、
山
間

部
の
清
川
（
木
ノ
川
）
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
日
、
和
歌
山
大
学

防
災
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任

准
教
授
の
照
本
清
峰
さ
ん
が
、

「
来
た
る
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
の
危
険
性
と
防
災
対
策
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
照
本
准
教
授
か

ら
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
危
険
性

に
つ
い
て
の
話
の
ほ
か
、
新
潟

県
中
越
地
震
の
被
災
状
況
や
海

南
市
で
の
実
践
的
な
津
波
避
難

訓
練
の
取
り
組
み
な
ど
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
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平
成
23
年
第
１
回
臨
時
町
議
会

　

１
月
28
日（
金
）、

平
成
23
年
第
１
回

臨
時
町
議
会
が
開

会
さ
れ
（
会
期
１

日
）、
次
の
１
議
案

が
上
程
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
７
６
１
２
万
３

千
円
を
追
加
し
、

総
額
92
億
７
７
４

４
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、

国
庫
支
出
金
１
億

５
８
９
８
万
５
千

円
、
繰
越
金
１
６

６
２
万
２
千
円
な

ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

項 目 補 正 額 主 　 　 な 　 　 内 　 　 容

総 務 費 １３３２万５千円 地域づくり基金積立金1150万円ほか

民 生 費 ３６８万４千円 二子の里給湯設備改修工事請負費231万円ほか

衛　 生　 費 ７０３万９千円 デジタル画像診断システム機購入262万5千円ほか

農林水産業費 １９８８万７千円 南部漁港防潮堤水叩部舗装補修工事請負費400万円ほか

商　 工　 費 １４５０万円 鶴の湯宿泊施設維持修繕工事請負費950万円ほか

土　 木　 費 ７８００万円 町道維持補修工事請負費4450万円ほか

教 育 費 ３９６８万８千円 南部中テニスコート改修工事請負費650万円ほか

歳 出 合 計 １億７６１２万３千円

平成 22 年度一般会計補正予算（第７号）歳出補正額と主な内容

　

南
部
駅
構
内
の
跨
線
橋
（
鉄

道
線
路
の
上
に
ま
た
が
っ
て
設

け
た
橋
）
に
、
車
い
す
用
昇
降

機
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
車
い
す
用
昇
降
機
は
、

平
成
20
年
12
月
に
設
置
さ
れ
て

か
ら
２
年
が
経
過
し
、
１
月
末

ま
で
に
32
回
の
ご
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ご
利
用
で
き
る
の
は
、
身
体

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
病
弱
者

な
ど
の
方
で
、
自
力
で
跨
線
橋

の
階
段
を
登
る
の
が
困
難
な
場

合
で
す
。
老
若
男
女
、
障
が
い

者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

昇
降
機
は
、
車
い
す
に
乗
っ
た
状

態
で
利
用
し
ま
す
。
車
い
す
は
、

駅
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
但

し
、
電
動
車
い
す
は
、
重
量
の

関
係
で
ご
利
用
出
来
ま
せ
ん
。

　

利
用
さ
れ
る
時
は
、
事
前
（
列

車
出
発
日
の
２
日
前
ま
で
）
に
南

部
駅
も
し
く
は
、
紀
伊
田
辺
駅

に
、
乗
車
日
時
等
を
連
絡
し
て
下

さ
い
。
事
前
の
連
絡
が
な
く
来
ら

れ
た
場
合
、
駅
係
員
が
一
人
し

か
い
な
い
の
で
、
対
応
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
利
用
の

Ｊ
Ｒ
南
部
駅
の
車
い
す
用
昇
降
機
の
利
用
に
つ
い
て

身
体
障
が
い
者

　

相
談
員
を
委
嘱

　

町
は
、
２
月
１
日
付
け
で
、
湯

川
政
晴
さ
ん
（
堺
）
を
身
体
障
が

い
者
相
談
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

相
談
員
さ
ん
は
、
自
立
支
援 湯川政晴さん

　

町
で
は
、
今
年
度
計
画
し
て

い
ま
し
た
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
１

階
と
、
う
め
振
興
館
駐
車
場
横

の
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の

２
箇
所
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト

イ
レ
パ
ッ
ク
（
汚
物
流
し
台
、

着
替
台
、
シ
ャ
ワ
ー
等
）
を
増

設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
宿
舎
紀
州
路
み

な
べ
１
階
と
鶴
の
湯
温
泉
宿
泊

棟
１
階
の
身
体
障
が
い
者
用
ト

イ
レ
を
、
簡
易
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
に
改
修
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
町
内
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
は
、
役
場
第

一
庁
舎
１
階
ト
イ
レ
と
併
せ
て

５
箇
所
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

 

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た

オストメイト対応トイレ
（うめ振興館駐車場横トイレ）

当
日
は
、

時
間
に

ゆ
と
り

を
持
っ

て
お
出

か
け
下

さ
い
。

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導

や
助
言
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
ご
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

尚
、
現
在
ほ
か
に
委
嘱
さ
れ

て
い
る
相
談
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員　

越

本
修
さ
ん
（
芝
）、
田
端
純
さ
ん

（
清
川
）

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員　

塩

路
美
鈴
さ
ん
（
芝
）
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宇都宮洋才准教授

上南部中の紀州梅林太鼓 プラリズム～梅舞～のよさこい踊り

みなべ炭琴クラブの炭琴演奏

梅料理試食会

～梅の花と香りに包まれて～
梅林は大勢の来場者でにぎわいました

満１００歳　おめでとうございます

　2月3日（木）、みなべ町野菜研究
会（堀本芳伸会長）は、岩代大梅
林に、研究会が育てた紅梅の苗
木30本を寄贈して植樹しました。

　岩代大梅林では、2月6日（日）、みなべ炭琴クラブの皆さんによる炭琴の演奏
会と、千里クラブの皆さんによる大正琴の演奏会が行われました。炭琴や大正琴

　両梅林開園中の2月11日～13日には、町商工会女性部の皆さんが、Ｊ
Ｒ南部駅などで観梅客を出迎え、チラシや梅干しを配るＰＲ活動や、温か
い梅茶を振る舞いました。同じく町シルバー人材センターの皆さんが、駅
前で物産店を開き、訪れた人たちに豚汁などを振る舞い喜ばれました。

　今年の梅花は、1月下旬から咲き始め、南部梅林、岩代大梅林へ大勢の
観梅客が訪れました。今年も週末や祝日には様々なイベントを行い、観梅に
訪れた方達は、梅の花や香りとともに、多彩な催しを楽しんでいました。
　南部梅林では、2月5日（土）、上南部中学校２年生による紀州梅林太鼓
の演奏が、行われました。生徒達の力強い梅林太鼓の演奏が、梅林に響き
わたりました。

「梅の効能について」講演会を開催
　１月31日（月）、ＪＡみなべいなみ梅部会と町地域リーダー協
議会は、合同研修会として、講師に県立医科大学の宇都宮洋才
准教授を迎えて「梅の効能について」の講演会を開きました。宇
都宮准教授は、梅の効能についてこれまで進めてきた研究の成
果などを説明しました。参加者は、改めて梅についての知識を
深め、今後、梅のＰＲや消費拡大に役立てていく考えです。
　梅の効能について、宇都宮准教授に質問等あれば、次のメー
ルアドレスで問い合わせができますので、ご活用ください。
utsu@wakayama-med.ac.jp

清川中で備長炭の窯出し体験

　２月１日（火）、町と県自動車整備振興会田辺支部が、災害発生時における復旧支援活
動に関する協定を結びました。この日、調印式が行われ、県自動車整備振興会田辺支部
の楠本健治支部長と小谷町長が、協定書に調印しました。
　この協定では、災害発生時に町の協力要請により、自動車整備振興会の各会員が、保
有する資機材を使って、被災者の救助を行うほか、緊急車両の通行の妨げとなっている
道路上の車両や障害物を除去するなどの復旧支援活動の協力について定めています。

　清川中学校では、梅や備長炭など地域の産業に接して学ぶ体験学
習に取り組んでいます。
　２月８日（火）、生徒達は、地元の伝統産業である備長炭の生産に
ついて学習するため、校内にある炭窯で、備長炭の窯出しを体験しまし
た。一週間ほど前から炭焼き窯に火を入れて準備をしてくれた、長瀨清
一さん(清川)と勝股文夫さん（清川）が指導にあたり、生徒達は、棒を
使って、窯から真っ赤に焼けた炭を取り出す作業を体験しました。

町と県自動車整備振興会田辺支部が防災協定を結ぶ

「昔からの遊び」でふれあう！
　２月10日（木）、みなべ長寿クラブ連合会と南部小学校１年生とのふれあい交流会
が、南部公民館で行われました。
　この行事は毎年実施されており、この日は長寿クラブの皆さんが、子ども達に、「けん
だま」や「こままわし」、「お手玉」など７種類の遊びを教え、子ども達もいろいろな遊び
を順番に楽しんでいました。
　長寿クラブの皆さんと子どもたちが、昔からの遊びを通して、楽しくふれあいました。

　みなべ町埴田の濵口まささんが、１月27日満100歳の誕生日を迎えられました。
　誕生日の１月27日（木）、小谷町長が濵口さんを訪ね、尊敬と祝賀の意を表した
「祝百歳」の賞状を読み上げ、記念品と花束を贈り長寿をお祝いしました。
　100歳を迎えたことに濵口さんは、「長生きさせてもらってありがたい」と話されまし
た。健康の秘訣を伺うと、いつも新鮮な魚と梅干しを食べていることだそうです。また
まささんは、家ではテレビを見るのが楽しみで、相撲や時代劇が好きだそうです。
　町内で100歳以上の方は、９名おられます。これからも益々お元気で、ご長寿を祈
念します。　

　11日（金）には、梅の先覚者・故内中源蔵翁の慰
霊祭が営まれました。また、梅料理研究会の皆さん
のおいしい梅料理の試食会が開かれ、観梅客に喜
ばれました。
　12日（土）には、五分咲きの梅林の舞台で、プラリ
ズム～梅舞～の皆さんが、華麗で元気なよさこい踊
りを披露しました。

のきれいな音色が梅林に響き、観梅客は、なつ
かしい親しみのある曲の演奏を楽しみました。ま
た、開園中、餅つきが行われ、観梅客につきたて
のお餅が振る舞われました。
　そして11・12・19日には、今回初めてのイベント
「夜梅祭」が行われ、大勢の来場者が、ライトアッ
プされた梅の花の美しさを楽しみました。

千里クラブの大正琴演奏

町商工会女性部の梅茶サービス

町シルバー人材センターの物産店
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宇都宮洋才准教授
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准教授を迎えて「梅の効能について」の講演会を開きました。宇
都宮准教授は、梅の効能についてこれまで進めてきた研究の成
果などを説明しました。参加者は、改めて梅についての知識を
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た。健康の秘訣を伺うと、いつも新鮮な魚と梅干しを食べていることだそうです。また
まささんは、家ではテレビを見るのが楽しみで、相撲や時代劇が好きだそうです。
　町内で100歳以上の方は、９名おられます。これからも益々お元気で、ご長寿を祈
念します。　

　11日（金）には、梅の先覚者・故内中源蔵翁の慰
霊祭が営まれました。また、梅料理研究会の皆さん
のおいしい梅料理の試食会が開かれ、観梅客に喜
ばれました。
　12日（土）には、五分咲きの梅林の舞台で、プラリ
ズム～梅舞～の皆さんが、華麗で元気なよさこい踊
りを披露しました。

のきれいな音色が梅林に響き、観梅客は、なつ
かしい親しみのある曲の演奏を楽しみました。ま
た、開園中、餅つきが行われ、観梅客につきたて
のお餅が振る舞われました。
　そして11・12・19日には、今回初めてのイベント
「夜梅祭」が行われ、大勢の来場者が、ライトアッ
プされた梅の花の美しさを楽しみました。
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●苦役列車（西村賢太）
●坂ものがたり（藤原緋沙子）
●ゆっくり急ぐ（外山滋比古）
●湖は餓えて煙る（Ｂ・グルー
リー）●名著講義（藤原正彦）
●はじめての統合失調症（肥
田裕久監修）●はやぶさ、そう
までして君は（川口淳一郎）
●中晩柑をつくりこなす（農山
漁村文化協会編）

　服飾デザイナーとして５０余
年。辿りついた作務衣へのこ
だわりと、今まで歩んできた道
のりを綴りました。女性の仕事
着や療養中の人のための衣
服を考案し、「リフォーム」とい
う言葉を生んだ著者。縫うこと
へのひたむきな思いが伝わっ
てきます。

●考古学がよくわかる事典
（國學院大學考古学研究室）
●農作業の絵本１，２●クジラ
と海とぼく（水口博也）●アン
ジェリーナのはるまつり（クレイ
グ）●水泳フォーム完全ガイド
（村上二美也）●お手玉、まり
つき、ゴムとび（田中邦子）　
●哲夫の春休み（斉藤惇夫）
●江戸あんない（大田大輔）
●ねむれなければ木にのぼれ
（エイキン）

●ことばあそび玉手箱（石津
ちひろ）●おかあさんは、なに
してる？（トロシー・マリノ）●家
元探偵マスノくん（笹生陽子）

　器用にうごく指先で、さあ、どんなものができる
でしょうか。絵本、ものがたり、他にもいろいろあり
ますよ。

　春めいてきました。花便りが届くと、何となく気
持ちがはずみます。花の名所案内、ガーデニン
グや花ことばの本など、花を楽しんでいただけ
る本を紹介します。

「花」

「手でつくる」

3月9日（水）

74-3283
72-1410

大西暢夫　（岩崎書店）

　新潟県十日町市の染色家、
岩田重信さんを追った美しい
写真集。土地の植物にこだ
わって生糸を染める岩田さん
は、毎回一度限りの色を、花や
葉から引き出します。

糸
に
染
ま
る
季
節

布
へ
の
祈
り

森
　

南
海
子 

（
三
五
館
） 　走査型電子顕微鏡がとらえ

た身近な生物の細部や構造
など、百分の一ミリの、肉眼で
は見られない数々の画像を集
めた本です。左ページに対象
物、右ページにナノスケール画
像という構成になっていて、未
知の世界へ連れて行ってくれ
ます。

リチャード・ジョーン
（河出書房新社）

午後３時から

●からだの「ゆがみ」を治して
健康になろう（近藤昌之）
●幸運を呼ぶ「家相」と「間取
り」（冨塚崇史）
●数えからくり（田牧大和）

ナ
ノ・ス
ケ
ー
ル
　

生
物
の
世
界

　例年通り、清川・高城・上南部・ゆめよみ館で行いま
すので、お越しください。（日程未定）

　1月21日、「ボランティア
養成講座」を開き、手遊び
などの実習も交えて充実
した内容で、大変好評で
した。

　２月中旬から、ゆめよみ
館で開催した「ポップ大
賞」展。若者たちのセンス
光る作品の数々が、展示
されました。

　皆さんの力のこもった作品を、お誘い合わせて見に
来て下さい。

３月10日（木）～24日（木）
ゆめよみ館１階展示コーナー

春休み・本の巡回展示とおはなし会

梅の里写真クラブ写真展

カレンダー３
●１日（火）休館　（月末整理日）

●4月2日（土）わくわくタイム（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●31日（木）休館（月末整理日）
●28日（月）休館

●26日（土）ビデオ上映会（10：30～）、
　おはなし会（14:00～）

●24日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）

●22日（火）休館
●21日（月）休館（春分の日）
●19日（土）おはなし会（14:00～）
●14日（月）休館
●12日（土）おはなし会（14:00～）

●10日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）
　梅の里写真クラブ写真展（～24日）

●７日（月）休館

●５日（土）わくわくタイム（10：30～）
　おはなし会（14:00～）
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平
成
22
年
分
の
所
得
税
と
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
町

県
民
税
の
申
告
は
、
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
で
す
。

町
で
は
、
最
終
日
ま
で
役
場
第

１
庁
舎
（
芝
）
で
、
申
告
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
、

申
告
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
申

告
書
や
収
支
内
訳
書
な
ど
を
、

自
分
で
責
任
を
も
っ
て
正
確
に

記
入
し
て
き
て
い
た
だ
く
と
、

早
め
に
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
期
限
は
、

３
月
31
日
（
木
）
で
す
。（
申
告

は
御
坊
税
務
署
（
℡
０
７
３
８

─
22
─
０
６
９
５
）
へ
）

▼
納
税
は
口
座
振
替
で

　

納
税
は
、
口
座
振
替
で
も
で

き
ま
す
。
振
替
期
日
は
、
所

得
税
確
定
申
告
分
が
４
月
22

日
（
金
）、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
分
が
４
月
27
日

（
水
）
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
御
坊
税
務
署

ま
た
は
役
場
税
務
課
へ
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と

　

町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
15
日
ま
で

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

軽
自
動
車
の
廃
車
や

　

名
義
変
更
は
３
月
中
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

現
在
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
登

録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
車
両
の
廃

車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、
３
月
中
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

た
場
合
も
、
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
→
役
場
税

務
課
へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、
軽
自
動
車
→
田
辺
自
動
車

整
備
協
同
組
合
（
℡
22
─
４
７

３
２
）
へ
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

軽
自
動
車
税
は
、
生
活
保
護

法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方
（
※
）
が
所
有
し
て
使
用

す
る
場
合
、
４
月
１
日
か
ら
納

期
限
（
平
成
23
年
度
は
５
月
２

日
（
月
））
の
７
日
前
（
４
月
25

日
（
月
））
ま
で
に
申
請
す
る
こ

と
で
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
但
し
、
４
月
25
日
（
月
）

を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免
申
請
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

（
※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
所
有
す
る
方
）

　

申
請
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

税
務
課
へ
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
平
成
23
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会（
３
月
議
会
）は
、

３
月
３
日
（
木
）
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
町
民
の
暮
ら

し
に
直
結
し
た
当
初
予
算
な
ど

の
審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う
事
業

な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質
問

す
る
「
一
般
質
問
」
も
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

３
月
議
会
は

３
月
３
日
か
ら
開
会（
予
定
）
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３
月
末
ま
で
に
、
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
保
健
福
祉
課
か
ら

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い
保

険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
４

月
１
日
～
来
年
３
月
31
日
ま
で

１
年
間
で
す
。

　

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
制
度
（
※
）
の
被

保
険
者
は
、
一
般
被
保
険
者
に

変
わ
る
た
め
、
65
歳
の
誕
生
月

の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

前
月
の
末
日
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
被
扶
養
者
が
被

保
険
者
よ
り
若
い
場
合
は
、
同

じ
有
効
期
限
に
な
り
ま
す
。

※
国
保
の
退
職
者
医
療
制
度
に

は
、
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職

し
て
年
金
を
受
け
る
65
歳
ま
で

の
方
と
そ
の
被
扶
養
者
が
加
入

し
ま
す
。
こ
の
制
度
へ
の
加
入

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

新
し
い
国
保
保
険
証（
カ
ー
ド
）を
お
届
け
し
ま
す

に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
が
ま
だ
未
加
入
と

い
う
方
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る

方
は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
（
長
寿
医
療
）
制
度
に

移
行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
滞
納
の
あ
る
方

に
は
郵
送
で
き
ま
せ
ん

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証

の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

保
険
証
は
、
平
成
22
年
度
と

そ
れ
ま
で
の
国
保
税
の
全
部
ま

た
は
一
部
に
滞
納
の
あ
る
方
に

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん
。

　

滞
納
の
あ
る
方
は
、
役
場
保

健
福
祉
課
の
窓
口
へ
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
保
険
証
を
お
渡
し
し

ま
す
。
し
か
し
、
国
保
税
を
完

納
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

保
険
証
の
期
限
が
１
年
未
満
の

短
期
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
か
ら
１
年
間

を
過
ぎ
て
滞
納
す
る
と
、
保
険

証
を
返
し
て
も
ら
い
、「
資
格
証

明
書
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
資
格
証
明
書
は
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
す

の
で
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る

時
は
、
全
額
（
10
割
）
を
自
己

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は
税

務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

国
保
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
病
気
や
廃
業
等
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
め
る
の
が

難
し
い
と
い
う
方
は
、
税
務
課

国
保
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３月、４月は、
卒業・入学・就職・退職など
何かと忙しい季節です。
　就学や転勤などで他の市
町村に住むとき、就職など
で会社の健康保険に加入し
たときや、退職などで脱退
したときは、14日以内に国
保の手続きをお願いします。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

～
74
歳
の
方
の
内
、
現
役
並
み

所
得
が
あ
る
方
以
外
の
方
の
医

療
費
は
、
現
在
、
政
府
に
よ
る

平
成
23
年
度

国
保
加
入
の
70
歳
～
74
歳
の

方
の
医
療
費
１
割
負
担
が
据
置

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、

障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
額
は
月
額
４
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す
。）

■
対
象
者

●
20
歳
以
上
で
、
●
１
年
以
上

み
な
べ
町
に
住
ん
で
お
り
、

●
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
お
ら

ず
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
い
ず
れ

か
を
持
っ
て
い
る

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
～
３
級
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る

■
受
給
制
限

　

収
入
制
限
（
74
万
４
１
０
０

円
以
下
）
が
あ
り
ま
す
。

（
例　

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
額
が

制
限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
）

　

こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
と
い
う
方
は
、

●
上
記
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
、
●
印
鑑
、
●
国
民
年

金
な
ど
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
年
金
支
払
い
通
知
書
な

ど
を
持
っ
て
、
保
健
福
祉
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
申

請
を
済
ま
せ
て
い
る
方
は
結
構

で
す
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次

の
お
子
さ
ん
（
20
歳
未
満
）
を
、

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

但
し
、
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
児
童

◎
身
体
や
知
的
、
ま
た
は
精
神

凍
結
措
置
に
よ
り
、
１
割
負
担

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
か
ら
は
２
割
に
な
る

予
定
で
し
た
が
、
さ
ら
に
１
年

間
の
凍
結
措
置
が
行
わ
れ
、
平

成
24
年
３
月
ま
で
１
割
負
担
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
も
１
割

負
担
で
受
診
で
き
る
「
高
齢
受

給
者
証
」（
ク
リ
ー
ム
色
）
は
、

３
月
中
ご
ろ
国
民
健
康
保
険
証

に
同
封
し
ま
す
。

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

の
申
請
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
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児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

■
支
給
要
件
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
、
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
、
ま

た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
者
）を
監
護
し
、か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合

１
．
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童

２
．
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

児
童

３
．
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

４
．
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
児
童

５
．
そ
の
他
（
父
ま
た
は
母
が

１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、

父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童
、
母
が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

な
ど
）

※
請
求
者
や
児
童
が
公
的
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、
児

童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

な
い
と
き
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
手
当
額
（
月
額
）

に
つ
い
て

　

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る

子
ど
も
の
数
や
、
受
給
者
の
所

得
等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
１
，
７
２
０
円

一
部
支
給
：
４
１
，
７
１
０
円

か
ら
９
，
８
５
０
円

●
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
加
算
額
：
５
，０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
３
，

０
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
制

限
を
超
え
た
場
合
は
全
額
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
扶

養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
方
の
所
得
審
査
も

あ
り
ま
す
。

■
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶

か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）

TEL

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

３
月
１
日
～
７
日
は

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

『「
消
し
た
か
な
」あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
』

　

春
先
は
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残

り
、
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
火
を
使
用
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
が
強
ま

り
空
気
が
乾
燥
し
、
不
用
意
な

た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

に
よ
り
林
野
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
は
日

ご
ろ
か
ら
十
分
気
を
つ
け
て
お

ら
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
一

層
防
火
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
今
後
の
介
護
保
険
計

画
や
高
齢
者
福
祉
計
画
に
役
立

て
て
い
く
た
め
、た
だ
い
ま「
高

齢
者
等
実
態
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
や
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
の
中
で
、
無
作
為

に
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方

を
対
象
に
、
介
護
保
険
や
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
考
え
や
生
活

の
状
況
等
を
お
伺
い
す
る
調
査

で
す
。

　

調
査
票
が
届
い
て
い
る
方

は
、
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に

調
査
票
を
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
、投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

平
成
22
年
８
月
か
ら
、
父
子

家
庭
の
父
も
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～住宅防火　いのちを守る７つのポイント～

に
、
政
令
で
認
め
る
以
上
の
障

が
い
が
あ
る

◎
長
期
に
わ
た
っ
て
、
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、保
健
福
祉
課
へ
。

■３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。○ストーブは、燃え
やすいものから離れた位置で使用する。○ガスこ
んろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
■４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。○寝具、衣類及びカーテンからの火災を
防ぐために、防炎品を使用する。○火災を小さい
うちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。

　特に、住宅用火災警報器の設置義務化が、本年
６月にせまっています。まだ設置できていない方
は、寝室（寝室が２階などの場合は階段にも必要で
す）への設置をよろしくお願いします。

「
高
齢
者
等
実
態
調
査
」の

実
施
に
つ
い
て
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町
営
住
宅
の
入
居
希
望
世
帯

（
３
戸
）
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
入
居
募
集
住
宅

下
記
表

■
入
居
申
し
込
み
資
格
要
件

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
結
婚
予

定
者
含
む
）
が
い
る
。

②
過
去
に
お
い
て
世
帯
員
全
員

が
、
市
区
町
村
税
ま
た
は
町
営

住
宅
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

④
入
居
契
約
時
の
敷
金
（
家
賃

３
か
月
分
）、
毎
月
の
家
賃
が
払

え
る
。

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
人
が
、

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書
（
用
紙
は
、
建

設
課
（
第
２
庁
舎
）
ま
た
は
住

民
環
境
課
窓
口
（
第
１
庁
舎
）

に
あ
り
ま
す
。）

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
22
年
度

所
得
証
明
書

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間
は
３
月
７
日
～
18
日（
土
・
日
除
く
）

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
21
年
度
、

22
年
度
市
区
町
村
税
納
税
証
明

書⑤
そ
の
ほ
か
、
町
が
必
要
と
す

る
書
類
（
建
設
課
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

■
申
込
受
付
期
間

　

３
月
７
日（
月
）～
18
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
込
書
類
提
出
先

　

役
場
第
２
庁
舎
・
建
設
課

■
選
考
方
法

  

募
集
締
め
切
り
後
、
町
営
住

宅
選
考
委
員
会
で
審
査
を
行
い
、

抽
選
対
象
世
帯
に
よ
る
公
開
抽

選
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
資
格
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
や
、
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
建

設
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課（　
74
━
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

団地名 建設
年度

（種別）
構造 間取 駐車場 家賃

（月額）
募集
戸数

入居対象世帯
／資格 世帯の月収要件

猪野
（東部）

平成
元年

（公営）
木造２階建 4DK 無 17,600 円～

34,600 円　 1 戸
●３人以上世帯
●１年以上町内に住所
又は勤務場所がある方

世帯全員の政令月収が 158,000 円以下
（裁量世帯は 214,000 円以下）

猪野
（西部）

昭和
50年

（改良）
簡易耐火
２階建

4DK 無 13,500 円～
17,900 円　 1 戸

●３人以上世帯
●１年以上町内に住所
又は勤務場所がある方

世帯全員の政令月収が 114,000 円以下
（裁量世帯は 139,000 円以下）

清川 平成
12年

（定住促進）
木造２階建 3DK 有 20,700 円～

40,600 円　 1 戸
●３人以上世帯
●Ｕターン・Ｊターン・
Ｉターン者

世帯全員の政令月収が 158,000 円以下
（裁量世帯は 214,000 円以下）

■入居募集住宅

※所在地：猪野（東部）住宅は、オークワみなべ店様前県道向かい、
　猪野（西部）住宅は、南部保育所の近く、清川住宅は、清川小学校の川向かいです。

政令月収の算出方法　政令月収＝（世帯全員の平成 21 年分所得金額計―世帯控除額）÷ 12

裁量世帯とは、◎申込者本人及び同居親族がすべて 60 歳以上 ( または昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方 )
の世帯、または申込者本人が 60 歳以上 ( または昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方 ) で同居親族が 18 歳
未満からなる世帯◎申込者本人または同居親族に、身体障害者手帳１級から４級までの交付を受けた方が
いる世帯◎同居親族に小学校就学前の子どものいる世帯など

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

農
業
は
、
自
然
の
影
響
を
直

接
的
に
受
け
る
こ
と
が
多
い
産

業
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
共
済
は
、

農
業
者
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ

て
受
け
る
こ
と
の
あ
る
損
失
を

補
填
し
て
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
、
農
業
生
産
力
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
国

の
政
策
保
険
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

風
水
害
、
冷
害
、
干
害
等
の

自
然
災
害
や
鳥
獣
害
、
病
害
虫

な
ど
に
よ
っ
て
受
け
た
損
失
を

補
償
す
る
公
的
保
険
制
度
で
す
。

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
か
ら
お
知
ら
せ

農
業
の
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
か
？

■
加
入
申
込
期
間

果
樹
共
済

（
み
か
ん
・
う
め
・

す
も
も
等
）

６
月
30
日

（
木
）ま
で

園
芸
施
設
共
済

随
時

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
本
所
事
業
課
（
℡

22
─
０
８
３
３
）
へ
。
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日
本
で
は
、
毎
年
３
万
人
以

上
の
方
が
、自
ら
「
命
」
を
絶
っ

て
い
ま
す
。
自
殺
未
遂
者
は
、

さ
ら
に
こ
の
10
倍
は
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
生
き
る
の
が
つ
ら
い

と
思
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
解
決
に
向

か
い
ま
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
９
─
７
４
─
３
３

３
７
（
月
～
金
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

「マタニティー＆ベビーサロン」

日時：３月 10 日（木）13：30 ～ 15：00

場所：こひつじランド（愛之園保育園内）

対象：妊婦または小さなお子さんの保護者

内容：妊娠中の食生活について

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

パパ＆ママセミナー（両親教室）
内　　　容 講　師 実施日・時間・場所

楽しいマタニティーライフのために
　妊娠中の日常生活のお話
こんにちは　赤ちゃん！
　もうすぐお父さん・お母さん！
　子育てを楽しもう

保健師

3 月 31 日（木）
19：00 ～ 20：30

（要予約）
場所：ふれ愛センター

か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（　
74
━
３
１
３
４
）

TEL

第５回　なわとび大会のお知らせ

と　き：平成 23 年３月 26 日（土）　午前９時から
ところ：南部小学校体育館
種　目：◎個人跳びの部　◎ふれあいなわとびの部
申込期間：３月１日（火）～ 18 日（金）

問い合わせは、教育学習課（℡ 74 － 3134）へ

みんなでジャンプ
！ 主催　青年クラブみなべ

日時：3 月 3 日（木）13：00 ～ 16：00
場所：県立情報交流センター　BIG･U（田辺市新庄町）
●企業面談ブース　10 ～ 20 社
●キャリアコンサルタントによる職業相談
【問い合わせ先】
県若年者就職支援センター　ジョブカフェわかやま（℡073－421－8585）

わかやま元気企業就職説明会
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防
衛
省
は
、
平
成
23
年
度
自

衛
官
採
用
試
験
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

（
①
応
募
資
格
〔
年
齢
は
、
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
〕
②
受
付

期
間 

③
試
験
日
）

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
飛
行
を
含
む
）・
技
術
）　

①
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
②
５
月

６
日
ま
で
③
１
次
＝
５
月
14
日

（
土
）、
15
日
（
日
）（
飛
行
要
員

の
み
）

●
医
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

①
■
歯
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
30
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
歯
学
課
程
を
卒
業
し
た
方（
平

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

■
薬
剤
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
薬
学
課
程
を
卒
業
し
た
方（
平

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

②
５
月
６
日
ま
で
③
１
次
＝
５

月
14
日
（
土
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官　

幹
部
自
衛
官
等
を

　

募
集
し
ま
す

薬
物
乱
用
は
、

　

ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。

～
薬
物
乱
用
を

　

拒
絶
す
る
勇
気
～

①
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免

許
を
取
得
し
、
条
件
を
満
た
す
方

②
５
月
６
日
ま
で
③
５
月
20
日

（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生　

①
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方
②
５
月
６
日

ま
で
③
１
次
＝
５
月
21
日
（
土
）

●
予
備
自
衛
官
補　

①
■
一
般
公
募　

日
本
国
籍
を

有
し
、
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方
■
技
能
公
募　

日
本
国
籍
を

有
し
、
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
等
を
有
す
る
方
②
４
月
６

日
ま
で
③
４
月
15
日
～
18
日
の

間
何
れ
か
１
日

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。

■
薬
物
を
乱
用
す
る
と
・
・
・

　

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
は
、

人
間
の
精
神
や
身
体
を
ボ
ロ
ボ

ロ
に
し
、
人
間
が
人
間
と
し
て

こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
望
み

不
妊
治
療
を
行
う
ご
夫
婦
や
そ

の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一

般
に
不
妊
や
不
妊
治
療
に
関
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/040200/support/

）
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
不
妊

治
療
費
助
成
制
度
や
こ
う
の
と

り
相
談
（
不
妊
専
門
相
談
）
窓

口
の
紹
介
、
医
療
機
関
情
報
の

提
供
、
赤
ち
ゃ
ん
を
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
る
方
同
士
の
交
流
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
こ
う

の
と
り
サ
ポ
ー
ト
掲
示
板
」
の

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
薬
物
乱
用
の
危
険
性
・
・
・

　

薬
物
乱
用
に
よ
る
幻
覚
・
妄

想
が
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
や
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
る
な
ど
、
本
人
の
み
な
ら
ず

周
囲
の
人
、
さ
ら
に
は
社
会
全

体
に
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

も
の
で
す
。

■
薬
物
に
負
け
な
い
た
め
に
・・・

　
「
一
度
だ
け
」
と
い
う
好
奇
心

や
遊
び
の
つ
も
り
で
も
、
薬
物

の
依
存
性
と
耐
性
に
よ
っ
て
乱

用
す
る
量
や
回
数
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
に

陥
り
、
自
分
の
意
思
で
は
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
等
薬
物
に
負
け
な
い

た
め
に
、
誘
わ
れ
て
も
、
勇
気

を
持
っ
て
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー

ト
掲
示
板
」
は
、
治
療
を
続
け

て
い
く
中
で
の
疑
問
や
不
安
な

気
持
ち
を
語
り
合
っ
た
り
、
同

じ
目
標
を
も
つ
方
同
士
で
情
報

交
換
を
行
う
場
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
県
福
祉
保
健

部
福
祉
保
健
政
策
局
子
ど
も
未

来
課
（
℡
０
７
３
─
４
４
１
─

２
６
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南紀白浜空港（東京羽田便）

を利用しよう！！

◆通年３往復で仕事も旅行も便利！
○「特便割引３（スリー）」

「特便割引３（スリー）」なら
片道・大人 17,500 円～ 19,500 円
※搭乗日の２カ月前から３日前までに予約必要。
※座席数に限りがあります。連休等設定されない日があります。
予約・購入・案内は、ＪＡＬ日本航空ホームページ 
www.jal.co.jp（℡ 0570 － 025 － 071）へ。

■商品券をもらっちゃおうキャンペーン実施中！
対象の搭乗券（半券）で地域商品券をプレゼント！

（半券 1 枚で 1,000 円分）
※次の要件をすべて満たす方①和歌山県内に住民票のあ
る方②キャンペーン期間中に搭乗された方（格安航空券
やパック商品など対象外もありますので、くわしくは役
場 産業課へお問い合わせください。）

―南紀白浜空港利用促進実行委員会―

白浜→東京約１時間！

空港
駐車場は
無料！

覚
せ
い
剤
な
ど

薬
物
に
関
す
る
相
談
電
話
（
専
用
）

０
７
３
─
４
２
５
─
４
６
１
５



15 14

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送ります。

3月22日（火）
平成22年7月～11月生まれのお子さん

13：00～13：20三種混合（1期初回）

三 種 混 合（１期追加）

麻しん風しん（Ⅲ期）
（対象：新中学１年生）

場所：ふれ愛センター

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を、学校を
通じて配付します。

上南部小学校4・5・6年生
3月2日（水）

日本脳炎
（1期追加・2期）

場所：高城小学校
高城小学校4・5・6年生

3月4日（金）

場所：南部公民館
南部小学校6年生

3月11日（金）

場所：南部公民館
南部小学校5年生

3月18日（金）

場所：南部公民館
南部小学校4年生

3月24日（木）

（平成22年4月・5月生まれ） 3月8日（火） 13：00～13：301 0 か 月 児 健 診

（平成20年8月・9月生まれ） 3月9日（水） 13：00～13：302歳6か月児歯科健診

（平成19年8月・9月生まれ） 3月16日（水） 13：00～13：303 歳 6 か月児健診

（平成22年11月・12月生まれ）3月23日（水） 13：00～13：30４ か 月 児 健 診

8：30～11：00晩稲会場前→12：00～14：00井口
食品㈱様前→14：30～17：00ふれ愛センター

3月28日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

（南部ライオンズクラブ・町共催）

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～
3月4日（金）・11日（金）・18日（金）・25日（金）18：00～21：00

　お子さんが４月から入園・入学する保護者の皆さん、
「接種を忘れている」というものはないでしょうか。もしありま
したら、かかりつけのお医者さんかふれ愛センター保健師
にご遠慮なくご相談ください。

　平成20年度～24年度までの5年間に限り、下記の方が、
麻しん風しん予防接種対象に追加されています。

　そのため、平成23年度のⅢ期として、上記の通り、
平成10年4月2日～11年4月1日の間に生まれた新中学1年生
を対象に接種を行います。なお、Ⅳ期の対象者は、7・8月中
に町内各医療機関等で実施予定です。

　小学校就学前児童、現在中学1年生、現在高校3年生相
当の年齢の皆さん、麻しん風しん（ＭＲワクチン）の予防
接種はもうお済みですか？
　麻しんや風しんの予防接種は、小さい時にそれぞれ1回
受けていても、成長するにつれて免疫が無くなることがあ
ります。そのため、上記の皆さんを対象に、麻しん風しん
の予防接種が1回追加されています。　
　対象になるが、まだ接種を受けていないという場合、3月
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）
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３月は 高城保がひな祭り
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子宮頸がん予防ワクチン接種のお知らせ
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（    　　    ）
３月の消費生活相談会
11日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

３月の人権・行政相談
8日（火）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動す
る主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

３月の県による巡回職業相談
24日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業総
務課（℡0738 -24 -2946）へ。

3月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

消防記念日

製品安全点検日

世界水の日 世界気象デー

農山漁村女性の日

◆南部高校、卒業式（9：30～）
◆南部小3年生、授業参観
◆南部幼、お別れ遠足

◆みなべ町農業委員会委員
　一般選挙告示日
◆南部中・上南部中・高城中・
　清川中、卒業式
◆南部保、お別れ遠足
◆ひかり保、遠足
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆町県民税の申告・所得税の
　確定申告受付終了
◆町内ファミリーバトミントン大会
　（高城中体育館）
◆こひつじランド第11回育児講座
　Ｈ22年度お別れ会
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆三種混合、
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆南部保、卒園式・修了式
◆上南部保・高城保・清川保、
　卒園式

◆愛之園保、卒園・修了式
◆献血

◆清川小、全校授業参観
◆日本脳炎、（対象：上南部小
　4～6年生・ふれ愛センター）

◆白梅幼、お別れ遠足
◆2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆男女混合ソフトバレーボール大会
　（19：30～・上南部小＆上南部
　中体育館）

◆清川保、お別れ遠足
◆上南部保、お別れ会
◆愛之園保、
　お別れパーティー＆誕生会
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小・岩代小、卒業式
◆ひかり保、卒園式・終了式
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部保・高城保・清川保、
　修了式
◆パパ＆ママセミナー
　（19：00～・ふれ愛センター）

世界結核デー

食育の日

◆上南部小・高城小・清川小、
　卒業式・修了式
◆南部中・上南部中・高城中・
　清川中、修了式
◆南部小・岩代小、修了式
◆南部幼、終業式
◆日本脳炎、（対象：南部小4年生
　・南部公民館）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆町議会定例会（３月議会）
　開会（予定）
◆清川小、お別れ遠足
◆高城保さくら組、小学校体験入学
◆南部幼・白梅幼・南部保・
　ひかり保・上南部保・高城保
　・愛之園保、ひな祭り会
◆清川保、ひな祭り会・おもちつき
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～・高城保・上南部保）
◆わかやま元気企業就職説明会
　（13：00～・BIG･U）

◆県立高校入試（学力検査）
◆高城保、お別れ遠足
◆南部幼、お別れ会
◆岩代小、お別れ集会
◆ゆめよみ館、梅の里写真
　クラブ写真展（～24日）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、上南部保）

◆上南部保、お別れ遠足
◆岩代小、お別れ遠足
◆日本脳炎、（対象：高城小
　4～6年生・高城小学校）
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、南部保・清川保）

◆県立高校入試
　（面接・実技検査等）
◆南部小、あおぞら学級授業参観
◆愛之園保、お別れ遠足
◆上南部小、6年生とのお別れ会
◆日本脳炎、（対象：南部小6年生
　・南部公民館）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆県立高校合格発表
◆南部幼、卒園式
◆清川保、お別れ会
◆高城保、お別れ会食
◆日本脳炎、
（対象：南部小5年生・南部公民館）

◆白梅幼、卒園式・修了式
◆高城保、お別れ会
◆南部長寿大学、（平成22年度
　卒業式・終了式、南部公民館）
◆平成22年度みなべ町スポー
　ツ賞・文化賞表彰式
　（13：00～・生涯学習センター）

◆麻しん風しん（Ⅲ期）
　予防接種（ふれ愛センター）

◆ひかり保、新入園児体験入園
◆岩代小、
　古紙アルミ缶等回収作業
◆白梅幼、園庭開放日
◆愛之園保、おやつバイキング

◆第11回梅の里中学校軟式野球
　大会（・13日・21日、共和球場ほか）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆白梅幼、晩稲区敬老会出演・
　園庭開放日

◆青年クラブみなべ主催、
　第5回なわとび大会
　（9：00～・南部小体育館）

◆休日申告受付日、
　（9：00～15：00・役場第1庁舎）
◆日高地方障害児者の
　つながりを広める文化祭
　（10：00～・御坊市立体育館）

◆みなべ町農業委員会委員
　一般選挙投票日
　ただし、立候補者が定員を
　超えない場合は選挙は行わ
　れません。
◆第１回町内グラウンドゴルフ
　大会（町民運動広場）

春分の日

各納期　水道料金（1・2月分）
/公共下水道使用料（1・2月分）
/農業集落排水使用料（2・3月
分）の各口座振替

各納期　後期高齢者医療保険
料（普通徴収9期）
水道料金（1・2月分）/公共下水道
使用料（1・2月分）/農業集落排水
使用料（2・3月分）の各窓口納付

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

３月の田辺年金事務所年金相談
12日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆海外安全・パスポート管理促進
　キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆緑の募金（～5月31日）
◆平成22年分の所得税
　確定申告（～3月15日）
◆平成22年分の贈与税の申告
　（～3月15日）、個人事業者の
　消費税及び地方消費税の
　確定申告（～3月31日）
◆春季全国火災予防運動
　（1日～7日）
◆全国山火事予防運動
　（1日～7日）
◆車両火災予防運動（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）

8：30～11：00晩稲会場前
12：00～14：00井口食品㈱様前
14：30～17：00ふれ愛センター（    　　    ）
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３月の田辺年金事務所年金相談
12日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆海外安全・パスポート管理促進
　キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆緑の募金（～5月31日）
◆平成22年分の所得税
　確定申告（～3月15日）
◆平成22年分の贈与税の申告
　（～3月15日）、個人事業者の
　消費税及び地方消費税の
　確定申告（～3月31日）
◆春季全国火災予防運動
　（1日～7日）
◆全国山火事予防運動
　（1日～7日）
◆車両火災予防運動（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）

8：30～11：00晩稲会場前
12：00～14：00井口食品㈱様前
14：30～17：00ふれ愛センター（    　　    ）
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